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広報

みやこ

印刷：文信堂印刷所 

みやこ町　 　11,064人　　12,353人　総数　23,417人 世帯数　8,569戸（３月末現在の住基データ） 

新
町
「
み
や
こ
町
」の
舵
取
り
選
ば
れ
る
―
。 

千
女
房
桜

　
今
川
沿
い
に
川
を
包
む
か
の
よ
う
に
咲
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
美
し
く
、

県
道
３４
号
線
沿
い
を
通
る
人
た
ち
を
魅
了
す
る
。
し
か
し
、
人
知
れ
ず

ひ
っ
そ
り
と
三
百
年
間
の
時
を
刻
ん
だ
山
桜
も
そ
れ
に
劣
ら
ず
美
し
い
。 

　
み
や
こ
町
の
み
な
さ
ん
初

め
ま
し
て
。
私
は
、
企
画
調

整
課
地
域
振
興
係
で
広
報
担

当
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す

香
月
宏
文
で
す
。
旧
犀
川
町

の
み
な
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り

で
す
。
旧
犀
川
で
広
報
担
当

だ
っ
た
当
初
、
地
理
的
に
広

い
犀
川
に
戸
惑
っ
た
も
の
で

す
が
「
み
や
こ
町
」
は
更
に

広
く
、
ま
だ
ま
だ
取
材
の
ペ

ー
ス
が
掴
め
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
し
か
し
、
み
な

さ
ん
に
愛
さ
れ
る
よ
う
な
広

報
紙
作
り
に
企
画
調
整
課
ス

タ
ッ
フ
一
同
邁
進
い
た
し
ま

す
の
で
、
ど
ん
な
些
細
な
情

報
で
も
企
画
調
整
課
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
取
材
時
に

は
写
真
撮
影
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
と
び
っ
き
り
の
笑

顔
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
広
報
み
や
こ
創
刊
号
で
は
、 

ミ
ス
が
多
発
し
て
し
ま
い
、

関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
大
変

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し

ま
い
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

【
香
月
】 

　
「
守
る
会
」
の
人
々
の
千
女
房

に
対
す
る
熱
い
思
い
、
そ
し
て
努
力

が
報
わ
れ
た
結
果
で
も
あ
る
。 

　
南
阿
蘇
村
の
一
心
行
の
大
桜
と

ま
で
は
い
か
な
い
が
、
み
や
こ
町

の
一
心
行
と
し
て
、
今
後
も
ま
す

ま
す
人
を
魅
了
し
て
止
ま
な
い
だ

ろ
う
。 

航海記 

　
　
山
宮
原
に
集
落
を
見
下
ろ
す

　
　
よ
う
に
し
て
一
本
の
山
桜
が

そ
び
え
た
つ
。 

　
樹
高
一
九
�
、
幹
囲
約
五
�
、

樹
齢
は
三
百
余
年
。
名
は
千
女
房
桜
。 

　
名
前
の
由
来
は
、
こ
の
宮
原
地

域
の
小
字
名
の
千
女
房
か
ら
き
た

も
の
。 

　
観
賞
用
に
育
て
ら
れ
た
一
般
的

な
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
は
な
い
雄
大

さ
を
持
つ
山
桜
。
山
桜
の
規
模
と

し
て
は
県
内
屈
指
の
規
模
で
あ
る
。 

　
障
子
ヶ
岳
登
山
口
か
ら
三
〇
〇

�
ほ
ど
上
が
っ
た
山
林
の
斜
面
に

こ
の
山
桜
が
姿
を
現
す
。
目
の
前
に

現
れ
る
こ
の
大
き
な
山
桜
を
目
に

し
た
者
は
「
ハ
ッ
」
と
息
を
の
む
。 

　
昨
年
、
勝
山
町
史
を
編
纂
す
る

際
に
町
内
を
調
査
し
た
結
果
、
世

間
に
明
る
み
と
な
り
、
一
躍
脚
光

を
浴
び
た
。
　 

　
以
前
は
、
こ
の
千
女
房
桜
の
周

囲
に
は
雑
木
林
が
あ
り
、
地
元
の

人
も
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
す

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。 

　
し
か
し
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取

り
上
げ
ら
れ
、
地
元
の
方
た
ち
は

保
護
に
向
け
て
行
動
を
起
こ
す
。 

　
「
何
と
か
こ
の
美
し
い
山
桜
を

多
く
の
方
に
見
て
も
ら
い
た
い
。

そ
し
て
、
末
永
く
、
こ
の
地
域
の

宝
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
」
と
。 

　
「
千
女
房
桜
守
る
会
」
が
発
足

し
周
辺
の
清
掃
・
整
備
が
積
極
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
今
年
は
北
九
州
か
ら
旅
行
会
社

が
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
観
光

バ
ス
で
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
た
。 

　
見
物
に
来
た
方
の
一
人
に
取
材

を
す
る
と
「
来
て
良
か
っ
た
。
本

当
に
奇
麗
で
す
ね
」
と
反
応
が
返

っ
て
く
る
。 

　
「
守
る
会
」
の
人
々
の
千
女
房

に
対
す
る
熱
い
思
い
、
そ
し
て
努
力

が
報
わ
れ
た
結
果
で
も
あ
る
。 

　
南
阿
蘇
村
の
一
心
行
の
大
桜
と

ま
で
は
い
か
な
い
が
、
み
や
こ
町

の
一
心
行
と
し
て
、
今
後
も
ま
す

ま
す
人
を
魅
了
し
て
止
ま
な
い
だ

ろ
う
。 

勝 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 
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お申し込みとお問い合わせ先
教育委員会 生涯学習課
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後
、
急
増
す
る
団
塊
の
世
代

が
前
期
高
齢
者
（

歳
か
ら

歳
ま
で
）
の
仲
間
に
は
い
る

年
の
み
や
こ
町
の
高
齢
化
率
は

％
に
な
る
見
通
し
で
す
。
こ
れ
は

今
の
犀
川
地
区
の
高
齢
化
率
に
匹
敵

し
ま
す
。

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
、

歳
に
な
り
き
る
年
代
が
ち
ょ
う
ど

年
に
当
た
り
、
社
会
構
造

上
様
々
な
課
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
役
を
退
い
た

人
の
増
加
、
年
金
受
給
者
の
増
加
、

高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
増
加
な

ど
、
こ
れ
か
ら
時
代
は
大
き
く
変
化

し
ま
す
。

町
も
合
併
で
ス
リ
ム
化
、
こ
の

世
紀
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
少
子
高

齢
社
会
を
ど
う
乗
り
切
る
か
、
こ
の

行
方
は
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
意
識

改
革
が
必
要
で
す
。
医
療
、年
金
、

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
は
、
赤
字
財

政
に
転
じ
、
そ
の
制
度
が
崩
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

医
療
や
介
護
を
要
す
る
原
因
と
な

る
多
く
は
肥
満
症
、
高
血
圧
症
、
糖

尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣

病
に
よ
る
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
、
認

知
症
に
よ
る
も
の
が
多
く
を
占
め
て

い
ま
す
。

ど
の
病
気
も
予
防
は
可
能
で
す
。

特
に
生
活
習
慣
病
は
長
い
間
の
偏
っ

た
食
生
活
や
運
動
不
足
な
ど
の
好
ま

し
く
な
い
生
活
か
ら
く
る
病
気
で

す
。
し
か
し
、
自
ら
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
病
や
進

行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
予
防

効
果
の
大
き
い
病
気
で
す
。

例
え
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
な
知

識
や
方
法
を
提
供
し
た
と
し
て
も
、

み
な
さ
ん
の
健
康
を
つ
く
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。
自
分
の
健
康
を
つ
く

る
に
は
、
他
力
本
願
の
考
え
方
で
は

な
く
、
自
主
、
自
立
し
た
考
え
と
生

活
行
動
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
涯
現
役
を
目
指
し
て
の
こ
れ
か

ら
の
健
康
づ
く
り
は

自
分
の
健
康
状
態
を
正
確
に
把
握

し
、
理
解
す
る
。

病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
な
健
康

生
活
を
送
る
。

病
気
や
障
害
を
抱
え
た
と
し
て
も

そ
れ
を
悪
化
さ
せ
な
い
生
活
習
慣

を
実
践
し
、
前
向
き
に
生
き
甲
斐

を
持
っ
て
生
活
を
す
る
。

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
す
る
。

そ
し
て
新
し
い
時
代
の
家
族
の
一

員
と
し
て
、
ま
た
町
民
の
一
員
と
し

て
、
そ
の
意
義
と
責
任
と
い
う
視
点

で
と
ら
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【みやこ町人口と高齢化率の将来の推計】

今

将 来 推 計

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

総 人 口（人）

高齢者人口 歳以上（人）

総人口比（高齢化率） ％ ％ ％ ％

平成 年度

総 人 口

高齢者人口 歳以上

総人口比（高齢化率） ％

生
涯
現
役
を
め
ざ
し
て
変
身

み
な
さ
ん
の
意
識
改
革
が
不
可
欠

健康づくり課
健康づくり係
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福
岡
法
務
局
行
橋
支
局

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、学
校
や
職
場
で
の
い
じ
め
、

差
別
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
何
で
も

結
構
で
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
の
で
、
ご
心
配
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

毎
週

時

時
ま
で
（
休
日
を
除
く
）

福
岡
法
務
局
行
橋
支
局

相
談
室
（
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
）

行
橋
市
大
橋

丁
目

・行
橋
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

所
属
の
人
権
擁
護
委
員

福
岡
法
務
局
・
福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職

場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
の
悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
の

ご
相
談

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

・

・

（
祝
祭
日
を
除
く

か
ら

ま
で
の

時

分

時
ま
で
）

い
じ
め
や
体
罰
、
子
ど
も
の
悩
み
や

困
り
ご
と
に
つ
い
て
の
ご
相
談

子
ど
も
の
人
権

番

・

・

（
祝
祭
日
を
除
く

か
ら

ま
で
の

時

分

時
ま
で
）

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
、

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

福
岡
法
務
局
・
福

岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

・

・
上
下
水
道
課

随
時給

水
装
置
工
事
主
任
技

術
者
を

人
以
上
専
属
雇
用
し
て
い

る
こ
と
。

工
事
に
必
要
な
機
械
器

具
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

豊
津
支
所

上
下
水
道
課

業
務
係

手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

上
下
水
道
課

業

務
係

行
橋
市
・
京
都
郡
内
の
各
歯
科
医
院

才
以
上
で
自
分
の
歯
が

本
以
上
残
っ
て
い
る
方

月

日

行
橋
・
京
都
郡
の
各
歯
科

医
院
・
行
橋
京
都
休
日
・
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー

月

日
京
都
歯
科
医
師
会

歯
の
健
康
に
関
す
る
も
の

官
製
は
が
き
に

点
ま
で

記
入
の
上
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。

行
橋
市
西
宮
市

丁
目

京
都
歯
科
医
師
会

標
語

係

月

日

月

日

行
橋
京
都
休
日
・
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

行
橋
京
都
休
日
・
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー
か
ら

月
連
休
（

日

日
ま

で
）
の
診
療
時
間
に
つ
い
て
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

月

日

、

日

ま
で
は
通
常

通
り
行
い
ま
す
が
、

日

の
診
療
に

つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

時

時
ま
で

時

分

翌

時
ま
で

時

時
ま
で

時

分

時
ま
で

時

時
ま
で

行
橋
京
都
休
日
・
夜

間
急
患
セ
ン
タ
ー

・
総
務
課

平
成

年

月

日

ま
で
は
、
旧

豊
津
町
、
旧
犀
川
町
で
、

歳
以
上
の

方
の
掛
け
金
を
町
が
負
担
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
み
や
こ
町
で
は
公
費
負
担
を

廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次

回
更
新
時
に
は
、
す
べ
て
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。総

務
課

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

奇
麗
な
け
し
の
花
を
見
か
け
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
が
、
け
し
に
は
植
え
て

良
い
も
の
と
悪
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴
は

草
丈
が
大
き
く

以
上
に
な
る
。

全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て
い

て
、
毛
が
な
い
。

茎
を
抱
え
込
む
よ

う
に
葉
が
生
え
て
い
る
。

葉
が
大
き

く
長
楕
円
形
で
、
ま
わ
り
の
切
れ
込
み

が
浅
い
。

こ
の
よ
う
な
け
し
を
見
か
け
た
人

は
、
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
ま
た
は
警

察
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

京
築
保
健
福
祉
環

境
事
務
所

・平
成
筑
豊
鉄
道

平
成
筑
豊
鉄
道
の
車
両
の
運
転
席
に

座
っ
て
、
金
田
駅
構
内
の
約

を
往

復
運
転
す
る
企
画
で
す
。

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・

・

・

・

月
の
第

金
田
駅
構
内

番
線

区
間

中
学
生
以
上

千
円
（
昼
食
付
）

平
成
筑
豊
鉄
道
営

業
部

車
両
運
転
体
験

係

・

・

（
平
日

時

時
ま
で
）

生
涯
学
習
課

学
校
の
週
休

日
制
を
ふ
ま
え
、
子

ど
も
の
居
場
所
作
り
を
目
的
に
、
年
間

を
通
じ
て
第
一

（

月
の
み
第
二
土

曜
日
）
に
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。（
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

そ
の
他
）
子
ど
も
さ
ん
も
、
大
人
の
方

も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
用
具

は
準
備
し
て
い
ま
す
。

別
府
喜
美
枝
さ
ん
（
日
本
卓
球

協
会
公
認
審
判
員
）、
体
育
指
導
委

員

小
・
中
学
生
を
は
じ
め
地
域

の
方
ど
な
た
で
も

み
や
こ
町
勝
山
体
育
館

時

分

時

分
ま
で

必
要
あ
り
ま
せ
ん

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課

北
九
州
東
県
税
事
務
所

月

日

は
自
動
車
税
の
納
期
限

で
す
。

自
動
車
税
な
ど
の
県
税
は
、
教
育
、

福
祉
の
充
実
、産
業
の
振
興
、道
路
の
整

備
な
ど
の
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

車
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
、
自
動
車

税
は

月

日

ま
で
に
、
お
忘
れ
な

く
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
指

定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
税

事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
北
九
州
東

県
税
事
務
所

自
動
車
税
係

・

・

門
司
税
関
苅
田
出
張
所

門
司
税
関
で
は

月

日

か
ら

月

日

ま
で
の

か
月
間
を

薬
物

及
び
銃
器
取
締
強
化
期
間

と
定
め
、

密
輸
に
対
す
る
厳
重
な
取
締
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

・

・

生
涯
学
習
課

み
や
こ
町
に
在
住
も
し
く
は

在
勤
の
方
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

月

来
年

月
ま
で

無
料
（
た
だ
し
、
実
習
材
料

代
な
ど
は
個
人
負
担
）

月

日

ま
で

年
度
女
性
学
級
生
だ
っ
た
方
も
改

め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学
級
生
に
な
っ
た
方
は
、
保
険
加
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

年
間
（

月

来
年

月
ま
で
）

百
円
で
す
。（
ス
ポ
ー
ツ
関
係
は
千

百
円
）

月

日

時

時
ま
で

み
や
こ
町
中
央
公
民
館
（
旧
犀
川
町

中
央
公
民
館
）

月

日

時

時
ま
で

み
や
こ
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
サ

ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ
）

月

日

時

時
ま
で

み
や
こ
町
豊
津
公
民
館

大
友
幸
子
さ
ん
（
直
方
市
光
福

寺

坊
守
）

年
間
の
学
習
会
の
月
日
、
内
容
、
講

師
な
ど
に
つ
い
て
は
開
級
式
の
と
き
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

行
橋
・
京
都
少
年
の
船
実
行
委
員
会

月

日

月

日
ま
で

船
内
で
の
各
種
研
修
、
沖

縄
本
島
で
の
参
観
活
動（
文
化
・
自

然
体
験
）、
平
和
学
習
、
海
洋
研
修

月

日

月

日
ま

で
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
ま
た
、
参
加
者
少
数
の
場
合
、

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
（
各
市
町
の
配
分
人

数
あ
り
）

暮らしの電話帳
総 務 課
議会事務局
企画調整課
財 政 課
人権政策課
監査事務局
……
税 務 課
住 民 課
福 祉 課
……
建 設 課
産業振興課
……
農業委員会
……
会 計 課
……
伊良原ダム対策課
……
上下水道課
……

サン・グレートみやこ
生涯学習課
……
教 務 課
……

ゆいの郷
健康づくり課
……
介護保険課
……

犀川支所
……
豊津支所
……
伊良原出張所
……
城井出張所
……
すどりの里
……
いこいの里
……
歴史民俗博物館
……

みやこ町では農用地利用集積による農地の一定期
間の賃借の申請を受け付けています。
申請を必要とする方は、受付を年 回、次のとお
り行いますので遅れないように手続きをしてくださ
い。
なお、申請の書類はみやこ町役場産業振興課、犀

川支所産業建設課、豊津支所産業建設課に準備して
いますので、貸し手と借り手の連名で作成し、提出
してください。

月 日 月 日まで受付
月の農業委員会にて審査
月 日 月 日まで受付
月の農業委員会にて審査
月 日 月 日まで受付
月の農業委員会にて審査
月 日 月 日まで受付
月の農業委員会にて審査



みやこ町 月号 みやこ町 月号

小
学
生

万

千
円

中
学
生

万

千
円
（
事
前
事

後
研
修
費
含
む
）

別
に
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
代
や
写
真
な
ど
等
の
個
人

的
な
費
用
が
必
要
で
す
。

行
橋
市
、
京
都
郡
に
居

住
し
て
い
る
小
学

年
生
か
ら
中
学

年
生
ま
で
（
事
前
・
事
後
に
行
う

研
修
に
も
参
加
可
能
な
方
）

団
体

行
動
に
耐
え
ら
れ
る
こ
と
。

行
橋
市
中
央
公
民
館
内

行
橋
京
都

少
年
の
船
実
行
委
員
会
（

・

）
も
し
く
は
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会

健
康
ス
ポ
ー
ツ
・
デ
ー
と
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

を
実
施
し
ま
す
。

今
回
は
、
み
や
こ
町
豊
津
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
や
広
場
、
道
路
な
ど
で
の

実
施
と
限
定
さ
れ
ま
す
が
、
町
民
総
参

加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。対
戦
相
手
は
、

長
崎
県

西
海
市
西
彼
町
地
区

に
決

定
し
、
人
口
に
対
す
る
参
加
者
率
で
勝

敗
を
競
い
ま
す
。

月

日

時
か
ら

時
ま
で

に
、

分
以
上
継
続
し
て
運
動
を
実
施

し
た
方
を
対
象
と
し
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体

操
や
散
歩
も

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
も
行
う
予
定
で
す
の
で
多
く

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

実
行
委
員
会
本
部

・
教
務
課

み
や
こ
町
で
は
次
の
方
に
奨
学
金
の

貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

み
や
こ
町
に

年
以
上
住
所
を
有

す
る
方
の
子
弟

高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
大
学
、
大
学
院
、
専
修

学
校
に
在
学
し
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
就
学
困
難
で
あ
る
人

同
種
の
奨

学
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な
い

人公
立
高
校
生

人
月
額

万

千
円
以
内

私
立
高
校
生
、
専
修
学
校
生

人
月
額

万

千
円
以
内

大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
専
門

課
程
及
び
高
等
専
門
学
校

年
以
上

の
人

人
月
額

万
円
以
内

資
金
の
貸
付
期
間
は
、
奨

学
生
が
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
修

業
期
間
と
す
る
。
大
学
院
の
奨
学
生

の
貸
付
期
間
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
入
学
年
か
ら
の

年
を
限

度
と
す
る
。

月

日

教
育
委
員
会
教
務

課

・

財
政
課

建
設
工
事
請
負
業
者

測
量
及
び
設
計
な
ど

月

日

月

日
ま
で（
土
曜
、

日
曜
及
び
祝
祭
日
は
除
く
）

時

時
ま
で
（

時

分

時

分
を
除
く
）

財
政
課

管
財
係

京
都
郡
み

や
こ
町
勝
山
上
田

番
地

・

な
お
、
み
や
こ
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

相
談
会
の
ご
案
内

行
政
相
談
（

月
）

月

日

時

時
ま
で

本
庄
地
区
学
習
等
供
用
施

設（
旧
犀
川
町
文
化
会
館
）

月

日

時

分

時
ま
で

隣
保
館

月

日

、

日

時

時
ま
で

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

月

、

、

日

時

分

時

分
ま
で

た
だ
し
、

日
は

時
か
ら

時

ま
で

み
や
こ
町
役
場
（
本
庁
）

階

会
議
室

相
談
会
の
ご
案
内

行
政
相
談
（

月
）

月

日

時

時
ま
で

本
庄
地
区
学
習
等
供
用
施

設（
旧
犀
川
町
文
化
会
館
）

月

日

時

分

時
ま
で

隣
保
館

月

日

、

日

時

時
ま
で

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

月

、

、

日

時

分

時

分
ま
で

た
だ
し
、

日
は

時
か
ら

時

ま
で

み
や
こ
町
役
場
（
本
庁
）

階

会
議
室

月 日 月 日まで 犬塚英子さん（陶芸展）
月 日 月 日まで 山田ユキさん（皮工芸展）
月 日 月 日まで 瀬口恵一さん（絵画展）
月 日 月 日まで 豊津文化協会（水墨画展）

お問い合わせ先
みやこ町総合観光案内所
みやこ町豊津 番地

今
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

（

月

日

月

日
ま
で
）

月
ふ
る
さ
と
春
祭
り

日

前
夜
祭

豊
津
公
民
館

（

時

分

）

日

本
祭
り

豊
津
グ
ラ
ウ
ン
ド

（

時

）

日

歳
半
・

歳
児
健
診

（
豊
津
）

日

歳
半
・

歳
児
健
診

（
勝
山
）

日

（
犀
川
）

日

日
生
立
八
幡
神
幸
祭

お
潮
井
採
り
（

日
）

お
下
り
（

日
）

お
上
り
（

日
）

日

日
胸
の
観
音
寺
春
季
大
祭

日

ひ
ま
わ
り
教
室
（
豊
津
）

日

乳
児
健
診
（
勝
山
）

日

乳
児
健
診
（
犀
川
）

日

ひ
ま
わ
り
教
室
（
豊
津
）

日

歳
半
・

歳
児
健
診

（
犀
川
）

日

乳
児
健
診
（
豊
津
）

日

ひ
ま
わ
り
教
室
（
豊
津
）

固
定
資
産
税
第

期
納
期

軽
自
動
車
税
納
期

月日

歯
の
健
康
フ
ェ
ア

（
ウ
ィ
ズ
行
橋
）

日

ひ
ま
わ
り
教
室
（
豊
津
）



⑮　みやこ町　５月号 みやこ町　５月号　⑭ 

HAPPY BIRTHDAY

平成17年5月4日生 

和田日向ちゃん（勝山） 
ひゅうが 

平成17年5月11日生 

高辻璃杏ちゃん（豊津） 
りあん 

平成17年5月31日生 

坂井さくらちゃん（勝山） 
　 

平成17年5月5日生 

水上眞斗ちゃん（豊津） 
まなと 

平成17年5月18日生 

福森琴乃ちゃん（勝山） 
こと の 

直売所でみやこ町をＰＲ 
－小倉城桜まつりに参加－ 

　３月２５、２６日の両日に第２
回小倉城桜まつりが小倉城天
守閣前広場で開催されました。 
　このイベントのふるさと物
産展に四季犀館と国府の郷が
出展し、地域の特産品をＰＲ
していました。 
　国府の郷の林綾美さんは「初
めて、参加したのですけど、
豊津のいちごなどを多くの方々
にＰＲ出来ました」と満足そ
うに語りました。 
　二日目の午前中に雨が少し
降りましたが、午後からは晴
れ間が広がり、桜の開花には
若干早いようでしたが、多く
の人で賑わいました。 

獅子に噛まれて無病息災 
－大原八幡神社　獅子舞－ 

　４月１日、大原八幡神社（上
久保）では神幸祭が行われ、獅
子舞が奉納されました。 
　雄獅子と雌獅子の二頭が舞う、
その姿は勇壮であると同時に春
の訪れを私たちに教えてくれま
す。 
　獅子に噛んでもらうと無病息
災になると伝えられているため、
獅子舞が終わると詰めかけた観
客たちが多くの列をなしました。 

交通安全で表彰 
－地域の交通安全を推進－ 

　４月４日、福岡県警察本
部長と地域安全協会会長か
ら久松光雄さん（勝山大久
保）が表彰を受けました。 
　これは、久松さんが地域
交通安全活動推進委員とし
て交通安全活動に積極的に
活動したことが評価された
ためです。 

人権を守るために 
－新たな人権擁護委員さんが決定－ 

　平成１８年４月１日付けで人権擁護委員の
田中朝子さん（豊津）が任期満了に伴い、
３期９年間の人権擁護委員としての功績を
たたえられ、法務大臣表彰を受けました。 
　また、平成１８年４月１日付けでみやこ町
人権擁護委員に浦田農二男さん（勝山大久
保）が法務大臣から委嘱されました。 

歴史や文化を通じて 
－おむくの子守唄－ 

　４月２日、犀川帆柱にある
史跡「おむくの墓」と国の重
要文化財である永沼家住宅で
犀川少年少女合唱団の現地研
修が行われました。 
　同団は２年前に江戸時代か
ら伝わる哀歌「おむくの子守
唄」を数十年ぶりに復元しま
した。 
　以来、その作業に当たって
ご縁を頂いた方々とともに、
団員の研修として唄ゆかりの
おむくの墓や永沼家を訪ねて、
唄にまつわる歴史や文化につ
いての理解を深めるよう努め
ています。 
 

ぼくも歩いたよ 
－仲哀さくらウォーク－ 

　４月２日に行われた第６回
仲哀さくらウォーク。昼食の
直前まで、雨が今にも降り出
しそうな空模様でした。しか
し昼食中に突如、雷雨に見舞
われました。 
　ふれあい協会最後のイベン
トでしたが、記憶に残る思い
出になったのではないでしょ
うか。 

2 0 0 6　皐　月 

町の旬の話題を紹介！ 

元気に仲良く 
－勝山児童クラブ入所式－ 

　４月１０日、勝山児童クラブ
の平成１８年度入所式が行われ
ました。 
　勝山地区３小学校の１年生
から３年生までのうち５１人が
入所し、名前を呼ばれると元気な声で返事をしていました。 
　式では梅本正みやこ町長職務執行者が「しっかりあいさつをす
ること、そして、友達とけんかをせず仲良くしましょう」と挨拶。 
　同クラブは特別養護老人ホーム・勝山苑に隣接する地域交流セ
ンターで活動しており、児童と高齢者の交流の場にもなっていま

▲賞状を手にする久松光雄さん（左） 

　このコーナーでは、発

行月に1歳のお誕生日を迎

える子を掲載しています。 

　掲載の対象者は4月1日

現在の住民基本台帳を基

に抽出しています。 

まちの宝をつくりだす 
　豊津町営農生産組合（組合長　岩本春
樹さん）が福岡県の代表として、平成１８
年度豊かな村づくりの優良事例として推
薦されました。この推薦は５月中に九州
農政局で審査されます。岩本さんら組合
員の方々は「豊津の農業は俺たちが支え
ている」との
気合いを込め
て農業に取り
組んでいます。 
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みやこ町 月号 みやこ町 月号



みやこ町 月号 みやこ町 月号

第 回 国際化を考える エッセイコンテスト
主催 田川・京築地区国際交流連絡協議会（タコ会）

あなたの考え方が必要！ どんどん国際化していく世界と日本についてみなさんの思いを込めた作品を募集します。次の中から
好きなテーマについてエッセイを書いてみませんか？ 応募してくれたエッセイの中から最優秀賞と優秀賞を選びます。そして更
に、田川・京築の国際交流員たちが各市町の最優秀賞の中から一人のグランプリ受賞者を選びます。豪華なグランプリ賞品を目指
して、ご応募ください！
対象者 みやこ町在住または在職・在学の方、小学生から大人まで
応募要領 字原稿用紙 枚以内（ワードなどのデータ、メールによる提出も可能）

提出文書にお名前、連絡先、学校、学年を書いてください。
賞品 最優秀賞 図書カード 千円分（各部 点）、優秀賞 図書カード 千円分（各部 点）
提出締切 月 日（金）
提出先・お問い合わせ みやこ町役場犀川支所総務管理課（ ）

電子メールによる提出は次のアドレスにご送信ください ＠

小・中学生の部
日本では、学校に行くことは当たり前ですが、外国ではお金がなく学校に行けない子どもたちがたくさんいます。あなたはそう
いう子どもたちをどういうふうに助けたいと思いますか？ その理由も書いてください。
世界が小さな村であり、あなたがその村の村長になったと想像してください。食べ物がなく困っている村民がたくさんいるのに、
好きな食べ物だけを選び、残りを食べずに捨ててしまう村民がいます。村長のあなたはこの問題を解決し、みんなに食べ物が平
等に配られるように、どんなことをしますか？ その理由も書いてください。
高校生以上の部
国際化が進んでいる中、人種的差別がまだ起きています。あなたは一人の人間としてどんなことをして人種的差別を防ぐことが
出来ると思いますか？ その理由も書いてください。
あなたは自分の地域の国際化を促進する役割を託されたとします。日本に住んでいる数百万人の外国人と日本人との触れ合いを
図るために、どんなことをすれば良いと思いますか？ その理由も書いてください。

可能）

分（各部 点）

＠

ない子どもたちがたくさんいます。あなたは
ください。
食べ物がなく困っている村民がたくさんいるの
あなたはこの問題を解決し、みんなに食べ物

としてどんなことをして人種的差別を防ぐこ

タイ語と文化の教室 参加者大募集中
タイは日本人観光客に人気のある国の つです。旅行の役に立つタイ語、

そしてタイ人の常識や文化について学び、もっと楽しい旅にしましょう！
タイの一般国民が食べている人気料理の教室も予定しています。
対象者 みやこ町在住または在職・在学の高校生以上の方。

回とも参加できる方。
と き タイ語・文化の教室… 月 （水）・ 日（水） 時 時まで

タイ料理の教室… 月 日（土） 時 分 時 分まで
場 所 みやこ町犀川中央公民館（ 日）

みやこ町犀川保健相談センター（ 日）
参加料 円（料理教室の材料代）
募集締切 月 日（月）まで 募集人数 先着 人
お問い合わせ・お申し込み先 みやこ町役場犀川支所総務

分まで

管理課（ ）管理課（ ）

ふれあいフットサル大会
参加者募集中！

今年 月 日、日本とオーストラリアのサッ
カー代表が 杯ドイツ大会で対戦します。こ
の歴史的な試合を記念にみやこ町で ふれあ
いフットサル大会 を開催します！ 経験や
能力を問わず、とにかくフットサルを楽しみ
ながら地域の国際交流員たち（ ）と異文
化交流をしましょう！ どうぞ、気軽にご応
募ください。
対象者 みやこ町在住または在職・在学で、
小学校 年生以上の方（未満の場合はご相
談ください）

日 時 月 日（日）
時 時まで

場 所 みやこ町犀川体育館
募集人数 人先着
募集締切 月 日（月）まで
参加料 円当日払い（ジュースと保険代）
持ってくる物 運動できる服装、体育館シュー
ズ、防衛道具、タオル、お弁当、お水。ボー
ルやその他の道具をお持ちの方はご持参く
ださい。

お問い合わせ・お申し込み先 みやこ町役場
犀川支所総務管理課（ ）

ふれあいフットサル大会
参加者募集中！

今年 月 日、日本とオーストラリアのサッ
カー代表が 杯ドイツ大会で対戦します。こ
の歴史的な試合を記念にみやこ町で ふれあ
いフットサル大会 を開催します！ 経験や
能力を問わず、とにかくフットサルを楽しみ
ながら地域の国際交流員たち（ ）と異文
化交流をしましょう！ どうぞ、気軽にご応
募ください。
対象者 みやこ町在住または在職・在学で、
小学校 年生以上の方（未満の場合はご相
談ください）

日 時 月 日（日）
時 時まで

場 所 みやこ町犀川体育館
募集人数 人先着
募集締切 月 日（月）まで
参加料 円当日払い（ジュースと保険代）
持ってくる物 運動できる服装、体育館シュー
ズ、防衛道具、タオル、お弁当、お水。ボー
ルやその他の道具をお持ちの方はご持参く
ださい。

お問い合わせ・お申し込み先 みやこ町役場
犀川支所総務管理課（ ）

月は国際交流イベントが盛りだくさん 是非参加してください！

英会話サークル参加者募集中 参加無料！
ただ今開催中の毎週水曜日英会話教室（募集終了）に加えて、サングレー
トみやこにて 月 日から英会話サークルを始めます！ 明るい雰囲気の楽
しい英会話サークルなので、どうぞ気軽にご応募ください。
対象 高校生以上のみやこ町在住もしくは在職・在学の方
時期 月 日 月 日まで 毎週火曜日（祝日を除く） 時 分 時まで
場所 サン・グレートみやこ 階視聴覚室
募集人数 人先着 募集締切 月 日（金）まで
お問い合わせ・お申し込み先 みやこ町役場犀川支所総務管理課（ ）

英会話サークル参加者募集中 参加無料！
ただ今開催中の毎週水曜日英会話教室（募集終了）に加えて、サングレー
トみやこにて 月 日から英会話サークルを始めます！ 明るい雰囲気の楽
しい英会話サークルなので、どうぞ気軽にご応募ください。
対象 高校生以上のみやこ町在住もしくは在職・在学の方
時期 月 日 月 日まで 毎週火曜日（祝日を除く） 時 分 時まで
場所 サン・グレートみやこ 階視聴覚室
募集人数 人先着 募集締切 月 日（金）まで
お問い合わせ・お申し込み先 みやこ町役場犀川支所総務管理課（ ）
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広報

みやこ

印刷：文信堂印刷所 

みやこ町　 　11,064人　　12,353人　総数　23,417人 世帯数　8,569戸（３月末現在の住基データ） 

新
町
「
み
や
こ
町
」の
舵
取
り
選
ば
れ
る
―
。 

千
女
房
桜

　
今
川
沿
い
に
川
を
包
む
か
の
よ
う
に
咲
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
美
し
く
、

県
道
３４
号
線
沿
い
を
通
る
人
た
ち
を
魅
了
す
る
。
し
か
し
、
人
知
れ
ず

ひ
っ
そ
り
と
三
百
年
間
の
時
を
刻
ん
だ
山
桜
も
そ
れ
に
劣
ら
ず
美
し
い
。 

　
み
や
こ
町
の
み
な
さ
ん
初

め
ま
し
て
。
私
は
、
企
画
調

整
課
地
域
振
興
係
で
広
報
担

当
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す

香
月
宏
文
で
す
。
旧
犀
川
町

の
み
な
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り

で
す
。
旧
犀
川
で
広
報
担
当

だ
っ
た
当
初
、
地
理
的
に
広

い
犀
川
に
戸
惑
っ
た
も
の
で

す
が
「
み
や
こ
町
」
は
更
に

広
く
、
ま
だ
ま
だ
取
材
の
ペ

ー
ス
が
掴
め
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
し
か
し
、
み
な

さ
ん
に
愛
さ
れ
る
よ
う
な
広

報
紙
作
り
に
企
画
調
整
課
ス

タ
ッ
フ
一
同
邁
進
い
た
し
ま

す
の
で
、
ど
ん
な
些
細
な
情

報
で
も
企
画
調
整
課
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
取
材
時
に

は
写
真
撮
影
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
と
び
っ
き
り
の
笑

顔
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
広
報
み
や
こ
創
刊
号
で
は
、 

ミ
ス
が
多
発
し
て
し
ま
い
、

関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
大
変

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し

ま
い
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

【
香
月
】 

　
「
守
る
会
」
の
人
々
の
千
女
房

に
対
す
る
熱
い
思
い
、
そ
し
て
努
力

が
報
わ
れ
た
結
果
で
も
あ
る
。 

　
南
阿
蘇
村
の
一
心
行
の
大
桜
と

ま
で
は
い
か
な
い
が
、
み
や
こ
町

の
一
心
行
と
し
て
、
今
後
も
ま
す

ま
す
人
を
魅
了
し
て
止
ま
な
い
だ

ろ
う
。 

航海記 

　
　
山
宮
原
に
集
落
を
見
下
ろ
す

　
　
よ
う
に
し
て
一
本
の
山
桜
が

そ
び
え
た
つ
。 

　
樹
高
一
九
�
、
幹
囲
約
五
�
、

樹
齢
は
三
百
余
年
。
名
は
千
女
房
桜
。 

　
名
前
の
由
来
は
、
こ
の
宮
原
地

域
の
小
字
名
の
千
女
房
か
ら
き
た

も
の
。 

　
観
賞
用
に
育
て
ら
れ
た
一
般
的

な
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
は
な
い
雄
大

さ
を
持
つ
山
桜
。
山
桜
の
規
模
と

し
て
は
県
内
屈
指
の
規
模
で
あ
る
。 

　
障
子
ヶ
岳
登
山
口
か
ら
三
〇
〇

�
ほ
ど
上
が
っ
た
山
林
の
斜
面
に

こ
の
山
桜
が
姿
を
現
す
。
目
の
前
に

現
れ
る
こ
の
大
き
な
山
桜
を
目
に

し
た
者
は
「
ハ
ッ
」
と
息
を
の
む
。 

　
昨
年
、
勝
山
町
史
を
編
纂
す
る

際
に
町
内
を
調
査
し
た
結
果
、
世

間
に
明
る
み
と
な
り
、
一
躍
脚
光

を
浴
び
た
。
　 

　
以
前
は
、
こ
の
千
女
房
桜
の
周

囲
に
は
雑
木
林
が
あ
り
、
地
元
の

人
も
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
す

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。 

　
し
か
し
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取

り
上
げ
ら
れ
、
地
元
の
方
た
ち
は

保
護
に
向
け
て
行
動
を
起
こ
す
。 

　
「
何
と
か
こ
の
美
し
い
山
桜
を

多
く
の
方
に
見
て
も
ら
い
た
い
。

そ
し
て
、
末
永
く
、
こ
の
地
域
の

宝
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
」
と
。 

　
「
千
女
房
桜
守
る
会
」
が
発
足

し
周
辺
の
清
掃
・
整
備
が
積
極
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
今
年
は
北
九
州
か
ら
旅
行
会
社

が
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
観
光

バ
ス
で
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
た
。 

　
見
物
に
来
た
方
の
一
人
に
取
材

を
す
る
と
「
来
て
良
か
っ
た
。
本

当
に
奇
麗
で
す
ね
」
と
反
応
が
返

っ
て
く
る
。 

　
「
守
る
会
」
の
人
々
の
千
女
房

に
対
す
る
熱
い
思
い
、
そ
し
て
努
力

が
報
わ
れ
た
結
果
で
も
あ
る
。 

　
南
阿
蘇
村
の
一
心
行
の
大
桜
と

ま
で
は
い
か
な
い
が
、
み
や
こ
町

の
一
心
行
と
し
て
、
今
後
も
ま
す

ま
す
人
を
魅
了
し
て
止
ま
な
い
だ

ろ
う
。 

勝 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 


